
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）
担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 中国横断自動車道 姫路鳥取線 事 業 高速自動車 事業 国土交通省
ひめじとっとり

区 分 国道 主体 近畿地方整備局
佐用 ～ 西粟倉 中国地方整備局
さ よ う にしあわくら

起終点 自：兵庫県佐用郡佐用町口金近 延長
さ よ う さ よ う くちかねちか

至：岡山県英田郡西粟倉村影石 １９km
あ い だ にしあわくら かげいし

事業概要
中国横断自動車道姫路鳥取線は、兵庫県姫路市から鳥取県鳥取市に至る延長約８６ｋｍの国土開発幹線

自動車道であり、山陰圏域と山陽圏域を相互に連絡し、産業・経済・文化の一体的な交流発展に資する路
線である。
Ｈ５年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｈ８年度用地着手 Ｈ８年度工事着手
全体事業費 約610億円 事業進捗率 84％ 供用済延長 － km
計画交通量 11,500～14,200台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 2.0 103 / 672 億円 1,351 / 1,351 億円(事業全体)

事 業 費： 63 / 632 平成２０年億円 走行時間短縮便益 億円：1,002/1,002

億円 走行経費減少便益： 億円(残事業) 13.1 維持管理費： 40 / 40 256/256

交通事故減少便益： 億円93/93

感度分析の結果 残事業についての感度分析を実施
交通量変動 ：B/C= 14.9（交通量+10%） B/C= 11.5（交通量-10%）
事業費変動 ：B/C= 12.3（事業費+10%） B/C= 13.9（事業費-10%）

事業の効果等
・国土・地域ネットワークの構築（鳥取県東部地域と山陽・京阪神の拠点都市間を高規格幹線道路で連絡
するルートを構成する）

・安全で安心できるくらしの確保（３次医療施設までの所要時間短縮） 他１２項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
中国横断自動車道姫路鳥取線は、全国高速道路網に接続し、地域間の連携と交流を一体的に図るととも

に、冬期・災害時における安定した輸送路としての機能が期待され、佐用町をはじめとする沿線自治体の
首長で構成される中国横断自動車道姫路鳥取線（佐用～鳥取間）建設促進期成同盟会より早期整備の要望
を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

、 。 、 、一般国道373号では 災害・事故による通行止めが発生している また 姫路鳥取線の整備を見越して
鳥取県東部沿線地域では工業団地の開発・分譲が進んでいる。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１９年度末の用地取得状況（９９％）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
今後も引き続き工事の推進を図り、早期全線供用を目指し事業を推進する。

施設の構造や工法の変更等
道路幅員の変更による経費の削減、土質の変更による掘削経費の削減、トンネル補助工法の見直し等に

より工事費の削減に努めている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


